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指示詞コノ曲ソノの予測裏明り性
ーハ@ガとの関係から-
堀内 萌
1.問題の所在
日本誌の指示詞研究において、コ系指示詞・ソ系指示詞・ア系指示詞の選択がどのよ
うに行われているかについての議論が多くなされている。現場指示前法においては、話
者と指示対象の距離によってその使い分けがなされているという論が一般的である。ま
たコ系指示詞・ア系指示詞は文脈指示においても現場指示の性質が保持されており、
{話し手から(物理的・心理的に)近いものをコ系指示詞、速いものをア系指示詞Jで
示すという指示前の選択のj京理が働いている。一方、ソ系指示詞では現場指示の性質は
弱く、コ系指示詞・ア系指示詞とソ系指示前とでは性質が大きく異なるとされている。
庵(2007)は、ソ系指示詞の持つ用法の 1っとして、(予測裏切りjをあげている。[予
測裏切りjとは、先行文脈から予測されることと対立する内容を述べることである。
(1) JI京子は[あなたなしでは生きられないj と言っていた。そのfこのj*のJI民子が
今は他の男の子供を 2人も産んでいる。(庵 2007) 
(1)のような文脈では、先行詞 iJI原子Jが間有名詞であるのにもかかわらず、保で使
用できない。ソノのみが使用可能で、あり、コノは使用できない。庵 (2007)は、指示
詞コノ・ソノの選択の|療に、テキスト的意味の付与が義務的であるときにはソノの使用
が義務的であると説明している。つまり(1)では 2回目に登場する iJI浜子jに行あな
たなしで、は生きられないjと言っていた順子jというテキスト的意味を付与しており、
そこから予測される事態を次の文で[裏切るjこととなる。
しかしこのような予測裏切り性は本当にソ系指示詞のみの用法であるのか。 (2)のよ
うにコ系指示詞が許容される例も存在する。
(2)吉代エジプト最大の都市として、常に毘の中心として栄えてきたワセト。干
の/そのj??のワセトが、その繁栄とは無関係に、都でなくなったのは、もう
かなり前のことになる。(河原よしえ『ファラオを添めj)
本橋では、「ソノ十N十カ、j でも予測裏切り性がない場合があり、「コノ十N十万jで
も予測裏切り性を持つ場合があるという現象を提示し、ソ系指示前の持つ{予測裏切りj
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には[ガjの性質が大きく関わっていると考え、指示詞と「ハJiガjの関係から i~旨
示詞十N十ガJのもつ予測裏切り牲を再検討し、庵 (2007)の指摘するソ系指示詞の予
測裏切り性は指示誌のみの持つ性質で、はなく、「指示詞十ガjによって与えられること
を主張したい。
2. r予測裏切りjとは何か
庵 (2007)の指摘する「予測裏切り的意味の付与Jは、ソ系指示詞のみの用法なの
か検証していきたい。まず庵 (2007)はソ系指示詞とコ系指示詞の選択に関して以下
のような訂U明を与えている。
(3) rこのJはテキスト送信者が先行認をテキストのトピックとの関係性という観
点、からとらえていることを示すマーカーである
「そのJはテキスト送信者が先行認を定情報名詞句へのテキスト的意味の付与
という観点からとらえていることを示すマーカーである
また、ソ系指示詞由来である接続詞「ソレガJの意味的特性を「予測裏切り的関係J
を表示する接続詞であると規定している。「予測裏切りjとは、 1.でも述べたとおり、
先行文脈から予測されることと対立する内容を述べるということであり、接続詔「ソレ
ヵコにはそれ以降に対比/逆説的な文脈が続くことを先触れする機能があると考えられ
る。
(4) a冷戦時代は、キューパからの亡命者は自由の戦士ともてはやされ、米国の
市民権を与えられた。 bそれが、いまはすっかり邪魔者扱いである。
(週刊拐日 1994.9.23) ()屯 2007) 
(4)では a文を読んだ段階でテキスト受信者は[キューパからの亡命者は厚遇されて
いる」という予測を立てるが、この予測はb文で裏切られることとなる。接続詞「ソレ
ガJは文頭で f予測が裏切られる」ことを先触れしている。
さらに路 (2007)は「ソレカ1と fソノNガJ型との関係に、テキストの構造の類似
性を指摘している。 (5)はソノNガ型を用いた文であるが、 (6)のように「ソノNガj
を[ソレガjに誼き換えることが出来る。
(5)小島さんにいわせると、わらべ歌や民謡は、日本人にとって最も自然な音楽
表現ということになる。そのわらべ歌や民謡が(/??は)、 l韮植え歌、舟歌、
木ゃっ歌、神楽、祭ばやしなどとともに、このところ急速に消えつつある。
(天声人語 1986.12.5) ()奄 2007) 
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(6)小島さんにいわせると、わらべ歌や民謡は、日本人にとって最も自然な音楽
表現ということになる。それが、田植え歌、舟歌、木やり歌、神楽、祭ばや
しなどとともに、このところ急速に消えつつある。
)竜 (2007)は、接続詞{ソレガjでは「ソレjの部分が先行する文脈からの義務的
なテキスト的意味の付与を行っており、そのことによって予測裏切り性が生じているこ
とを指摘している。 (7)はj奄 (2007)による「ソレガ/ソノNPガjの使用される文の構
造である。「ソレガ/ソノNPガ」の機能は文の構造において、先行文脈 (Sl) において
喚起される予測が{ソレガ/ソノNPガjに続く部分 (S2)で裏切られることをテキスト
受信者に先触れすることにあると指摘している。
(7) Sl。それが/そのNPが、 S2。 (庵 2007)
このようなソノや接続詞「ソレガjの持つ f予測裏切りJは、構文環境 lに依存する
ことが指摘されている。
3.予測裏切り性の検証
2節では庵 (2007)の提示するソ系指示誌の持つ予測裏切り性の付与の性質につい
て説明したが、 3宣告ではその性質がソ系指示誌のみのものであるかを検証していく。
3幽 1 iソ系指示調+ガjは本当に予灘裏切り性を持っか
まずは、「ソノ十N十ガjには必ず予測裏切り性が現れるかを検証したし、。席 (2007)
の主張と奥なり、予測裏切りが生じない場合があると考えられる。
(8)五十男は周囲を見回した。見回した目に斐の八重の姿が|決った。八重だけで
はなし」百治の女房のハナもいるし、牛蔵のかかあのたかもいる。ほかにも
いっぱいいる。 アメリカ講を世話してくれた魚津の軍司もいる。三笠笠主
が傘を高くかざして前に出て、「一万両は持ってかえったかjと、そこら中に
響く声でいった。顔は笑っている。(西村望 n1iIの)ilD
(9)そこでプロデューサーのクリード・テイラーはちょっとした土仁掛けをします。
前述の五分十五秒間の長いずァージョンの{イパネマの娘Jのジョアンの
ヴォーカノレ部分を切り捨て、|アストラッドiのヴォーカノレ部分が中心の三分五
十五秒のヴァージョンを作り、シングノレとして発表します。そして、そのア
ストラッドが歌う「イパネマの娘jのシンクツレは二百万枚の大ヒットとなり、
アルバムもチャートを上り、多くのグラミー賞を5斐りました。
(林11次『ボサノヴァj)
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(8)では予測裏切り性は付与されておらず、 (9)ではjI員接の接続詞「そしてjによっ
て文が結束しているため、予測裏切り性があるとは言いにくい。このことから、「ソノ
十名詞十jfJが使用されるすべての用例に予測裏切りf生が現れるわけではないことが分
かる。 j毒 (2007)ではソ系指示詞に予測裏切り性が付与されることを福摘しているが、
これはソ系指示詞が使用される文脈で必ず現れる現象ではない。以上の観察から、[ソ
ノ十N+ガjによって予測裏切り性が付与されるという機能は、指示前によるものでは
なく、指示詞 fソノJの機能十{ガjの機能によって生じる可能性が考えられる。
3. 2指示詞の持つ予鴻裏切り性
一方、コ系指示前十N十ガの用法には予測裏切り性が与えられないのかを克ていく。
(10) ソノ十N十方
ザカリアンはロベノレトの介助を嫌い、最近はどんな用事でもマリアが呼び出
されるらしい。しかしドアを開けるのはいつも戸文万司で、そのロベノレト
が出てこない。一時間前には椛かにキャビンにいたし、深夜の二時に外出す
るとは考え難い。(笹本稜平『太平洋の欝磁J)
(11) ソノ +N十ハ
E三ヨは今iヨにいたるまで彼を理解した唯一の人で、あったかもしれぬ。三
のゲーテはモーツアノレトに|認してエッカーマンに一日次のように語った。
(吉田秀平1]Wモー ツアノレトJ)
(12)コノ十N十ガ
πτ-L1も啓蒙思想家の内に数えられるが、歴史家でもあるため、認識は
性悪説かと想わせるほど現実的であるo aこのヒュームがスミスに多大な影
響を及ぼし、スミスが彼に遺稿を託したこともあるということは周知であろ
うが、 bこのヒュームが教会から無神論者と誘られて教授j践を得られなかっ
たことも、当時の思想状況として注自しておいて良い。
(馬場宏ニ fマルクス経済学の活き方j)
(13)コノ十N十ハ
ある時、このふたりの兄弟のところへひじように美しい女があらわれたo
1r~/F71という名だった。パンドラというのは、神々の婚りものすべて、
という意味だ。このパンドラはなんだか奇妙な箱を手に持っていた。
(キングスレイ/阿部知二訳 f水の子J)
(10)では予測裏切り的意味が付与されており、これは庵(2007)の指摘の通りである。
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指示詞の後に[ハjをとる(11)(13) には予測裏切り的意味は与えられない。(l2a)
では予測裏切り的意味は与えられないが、 (12b )には予測裏切り的意味が与えられて
いる。これは í~であろうがJ で補足されているため、予測裏切り的意味が与えられた
文脈となっていると考えられる。ここではコ系指示詞であっても[ガjの場合には、予
測裏切りの解釈が与えられることに着目したい。
以上の観察から、 J屯 (2007)の指捕するソ系指示詞の予測裏切り的意味の付与とい
う性質は、ソ系指示詞の持つものではなく[ガjによって付与される性質であると考え
られる。ソ系指示詞と組み合わせて「ガ」が存在することが大切であり、「ガjと文脈
によってコ系指示訴にも予測裏切り牲が与えられるが、ソ系指示詞と比べると文脈のj功
けがないと難しいと推察される。
4.指示詞とハ・ガ
3節では、[指示詞十ガJの形式に予測裏切り性を付与する性質があることを示唆し
たが、滝 (2007)でも「コノJは「ハj と「ソノ jは「ガjと結びつきやすい傾向が
あることを示している。以下の例文の判定はj毒 (2007)のものに従う。
(14) a.苦々あるところに|おじいさん|がいました。
b. ある日このおじいさん{は/??が}/そのおじいさん{??は/??が)山へ芝
メリりに行きました。(改行筆者)
(15) a. 1!lr=r1は「あなたなしでは生きられないjと言っていたo b 三O)Jlrr~乏生j
/??は}/この)1民子[??が/#は)今は他の男の子供を 2人もj主んで、いる。
(14)において b文は、 a文において先行語で導入されている「おじいさんjの行動
を叙述しているのみとなっているのに対して、(15)では、 a文からのみの情報で立て
た予想がb文で裏切られる。このことから、庵 (2007)は以下のようにまとめている。
(16) a. í このーは」型は先行文JJ)~の叙述内容を継続/発展させる意味内容を表
す文で用いられる。
b. iそのーがj型は先行文)JKの叙述内容と対立する意味内容を表す文で用
いられる。
j奄 (2007)ではコノとハ、ソノとガの関係のみに焦点をあて説明をしているが、予
測裏切り的意味の付与は「ガjの持つ性質にも大きく影響を与えていると考えるため、
以下では{ハjと「方Jそれぞれの性質について見ていきたい。
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4. 1 rハjと「ガjの性質
「指示認十N十方、jの用法を見ていくために、まず「ハjと「ガjの性質について見
ていきたい。「ハjと「ガjの選択には 1日情報jと[新情報j という観点で、説明が与
えられることが多い。
(17)昔あるところにiおじいさんIc[おばあさんl空住んでいました。ある日、主主
いさんは山へ芝刈りに、おばあさんは)1へ洗濯に行きました。
(17)では聞き手にとって新情報である最初の「おじいさんとおばあさんjに対して
は「がJがJi:Jいられる。一方、「おじいさんとおばあさんがいるjという共通の了解が
話し手と開き子の間に存在するため、 1ヨ情報である 21ITIElに言及される「おじいさんj
「おばあさんJには「ハjが月3いられる。しかしこのような新情報・旧情報だけでは説
明がつかない場合もある。
4. 2. 1 上林 (1989)(1998) 
上林(1989)(1998)ではIEト情報・新情報という概念が明確にされていない点を指;高
している。従来の説i珂では1EI情報とは IlirJき手がすでに知っている(と話し手が想定し
ている)情報Jであり、新情報とは 1謁き手がまだ知らない(と話し手が想定している)
情報Jと言い換えられ、聞き手の既知は指示対象が再定可能かどうかによるとされてい
ァ
0 0 
(1 8) きみが責任者 1~
しかし、(18)のような文において、 fきみjが開き手にとって再定不可能な玄l素で
はないため、同定可能か不可能かによって!日情報・新情報に分類することは難しい。
(19)太郎と花子と夏子のうちで、誰が一番背が高いか。
太郎が一番背が高い。 (J二林 1989) 
また上林(1989)では (19)が示すように、!日情報を「開き手の意識に上っている
要素J新情報を「聞き手の意識に上っていない要素jとする定義であっても正保ではな
いとし、{文の焦点に対する前提をあらわす命題こそi日情報であり、その焦点を1][矢1あ
るいは未知の要素と等号で結んでできた命題が新情報である(西1 (1979)) Jという
仮説を支持し、談話においての既出か否かだけでは判断できないとしている。
ここで「ガjと予測裏切り牲の関係について見ていくと、
(20) IJ1rn:-1" 1 は「あなたなしでは生きられないj と言っていた。その)1原子が今は他
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の男の子供を 2人も産んで、いる。 ( (1)再掲)
(20)では「その)1顕子Jと{他の男の子供を 2人も産んでいるJという(この場合は
未知の)要素とを結びつける命題が新J情報であるが、 1顕子Jはソ系指示認によって 1rあ
なたなしでは生きられない」と言っていたjというテキスト的意味が付与されているた
め、予測裏切り性が付与されると考える。「ガjによって新情報が与えられているわけ
ではなく、文全体が新情報となっている。
(20)においては、「その )1民子が他の男を 2人も産んでいるjでは{ガJによって新
たに情報が付け加えられているが、「ソノJを使用し、 i富有名詞 1)慎子jを繰り返すこ
とで、二つの情報の矛盾が生じ、それが「予測裏切り性Jとなっている。
4. 2. 2 メイナード (1997)(2004) 
メイナード(1997)(2004)では、「ハjの物語における機能に説19jを与えるために
ステージングの概念を分析に導入している。
(21)テーマ(注:ここではトピックと同義)とは句または命題 (proposition)の
形で表現される枠組みで、その枠組みに情報が関係付けられるもの、または
その枠組み内に命題が当てはまるものの場合を言う。FSP2の原則にのっとっ
て出情報から新情報へという靖報の流れを提示することにより、談話にテー
マを[1llJとする結束'11を与eえるものである。(メイナード 2004) 
メイナードの言う「ハjのステージング機能とは、「物語の登場人物のうち、 トピッ
ク化された者と非トピック化された者との描写の速い(登場人物の誰を中心に、また誰
の視点から物語が展開していくのかを伝える操作の違い)を明らかにするのに有効jで
あるとして「ハ J はトぜック化を、[ガJ は ~I~ トピック化の機能があるとしている。
ステージングでトピック化された登場人物は継続してステージ上にいて話の展開の主
[11]となるが、 トピック化されていない登場人物は脇役として必要に応じてステージに設
場するとしている。
トピック化された査場人物は古い情報であることが多いが、全ての古い情報の設場人
物が自動的にトピック化されるわけではない。古い情報でもあえてトピック化する必要
が無ければ非トピック化され、それに必要な助詞が選択される。トゼック化された登場
人物は物語のステージに残り話の展開の車IlJとなり続ける。
メイナードでは「ガjへの言及はさほどないが 1がjが使われた査場人物の事何ニは、
そのまま眼前で今起こりつつある現象のように描写することになる。このため「がjで
登場人物の行動が表現された場合は、生き生きとしたドラマチックな効果が得られるj
としている。ここで「ガjはドラマチックな効果をもたらすことから、「ガjによって
先行する文では与えられていない情報の付加がなされていると考えられる。
一守一
以上「ハJrガJの役割についての先行研究を見る限り、庵 (2007)による「ソ系指
示詞の予測裏切り性Jへの再検討が必要である。「ガjの持つ新情報が上林(1988)
(1989)で説明のあるように未知の要素との統合であるならば、前提とされる情報に新
たに付加されることから、「ソノ Nカ、j が予測裏切り性をもたらす効果を持つと考える
ほうが妥当で、ある。
4. 2. 3 砂JI (2005) 
砂川1 (2005) では、コピュラ文 r~は~だJ と r~ が~だj を談話内の主題の導入
の観点から説明を与えている。砂)1 (2005)は、「ある談話の中でj苦いられた文が、あ
る指示対象について何かを叙述するという述べ方になっているときに、その指示対象を
[文の主題Jと呼ぶJとして談話主題の階層性と関一指示後の連鎖を観察している。
コピュラ文 I~は~だ J I ~が~だ」に着目し、!可定文の場合、主語名詞句が焦点と
なる 1'"'-'が~だJ 文と、述語名認句が焦点となる I~は~だj 文の 2 種類を区別するこ
とが出来るとしている。ここでの{焦点Jとは文の中で最も情報価値の高い部分で、ある。
後頃焦点文 I~は~だJ は文の主題がハによって明示されているのに対し、前項焦点文
または全体焦点文の 1'"-'が~だjは文の主題が明示的な形で示されないことを指摘して
いる。
後項焦点文 1'"-'は~がjは、新しい主題の導入するコピュラ文である。
(22) ことばの意味を一応分かったものとして、はっきりと取り扱わなくてはな
らない宿命を担った分野が古くから存在していた。それは辞典である。 /j特
典の重要な役目の一つは【以下、辞典についての記述が続く}
(鈴木孝夫 fことばと文化.]p.85) (砂)1 2005) 
(22)のように、開き手が予測し得ると考えられる情報を前項1'"-'はJで示し、後項1'"-'
だjで予測し得ない新しい情報を導入する。このようにして導入された情報がそれ以降
の談話主題として引き継がれていく。
一方、前項焦点文 1'"-'が~だjでは、前項 i'"-'がJによって導入された指示対象は
(23)のように後続談話の主題として語り継がれることが少なくない。
(23)今の若い人は、旅に行ってモノに出会おうとするけれど、ぼくはヒトに出
会うのが旅だと患っている。だから僕は旅の数だけ日本中、世界中に友達が
います。いい酒があればいいヒトに出会う、これは万国共通ですね。
(r文整春秋J93年 1月号)(砂)1 2005) 
後項焦点文 í'"'-' は~だJ と前項焦点文 I~が~だj の新しい主題の導入という機能に
関して、どちらも似通った談話環境で同様の機能を果たし得るが、聞き手にとって負担
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の少ない無擦の方式を使うか、負担の大きい有擦の方式を使うかという違いによるもの
で、ある。
砂)1 (2005) は後項焦点文 I~ は~だj と前項焦点文・全体焦点文 I~ が~だj に
ついて以下のようにまとめている。
(24) a. 後項焦点文 I~は~だJ
前項を踏まえて新しい情報を提示することから、談話の主題を導入する
機能を果たすことが多い。しかし典型をはずれた用い方がなされるとき
には、状況的枠組みの提示や談話の結びの機能を果たすなど、談話主題
の導入以外の用途で用いられることも少なくない。
b. 前項焦点文 I~が~だJ
聞き手の負担が大きい「焦点→前提」という語版をとることによって、
焦点情報を強調することから、談話主題の導入や対比的情報の提示や談
話の結びの機能を果たす。
C. 全体焦点文 I~が~だJ
状況桧題の存在によって叙述部に対する聞き手の関心を高め、さらに前
項 I~がJ で得立的な記述を行うことから、後項 I~だj に提示する情
報を強く印象付け、そうすることで談話主題の導入、古びた主題の再活
性化、および、談話の結びの機能を果たす。
5.指示認+N+ガ/ハ
庵 (2007)は、「その)1原子が他の男の子供を 2人も生んで、いるJのような固有名詞に
係る指示詞を用いて予測裏切り性について考察している。本稿でも、指示物が明確に同
定されている国有名詞を用い、「指示前十N十ガ/ハjの用法について見ていきたい。
5. 1. 2 指示詩十人称代名詞十ガ/ハ
続いて、「指示詞十人称代名詞十ガ/ハjの用法を見ていきたい。まず予測裏切り的意
味が付与されている文脈ではどうであるか。
(25) a 盟は家から13:1るのも嫌いだったo .7c 0)笠主世界を旅してみたいと思つ
た。
b 慣は家から出るのも嫌いだった。三笠使主世界を旅してみたいと思つ
た。
(26) a卒園は旅行好きで矢口られている。三笠笠空高校生の頃からパックパック
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で世界を旅している。
b キ園は旅行好きで知られている。主企佐主高校生の蜘〉らパックパック
で世界を旅している。
(27) a ?函は家から1:¥るのも嫌いだった。三笠笠ど世界を旅してみたいと思つ
た。
b 園は家から1¥るのも嫌いだった。三笠笠竺世界を旅してみたいと忠つ
た。
(28) a 閣は旅行好きで矢1られている。三盟主高校生の頃からパックパック
で-1立JT~ を旅している。
b ?図は旅行好きで知られている。三0)1)xl主高校生の頃からパックパック
で世界を旅している。
「ソノ +N十ガjは (25a)では熔 (2007)の指摘の通り予測裏切り性が与えられてい
るが、 (26a)のように後続する文に予測裏切り的意味が付与されないと非文となる。ま
た (25b)(26b)のように「ソノ +N十ハjは後続する文に予測裏切り的意味が付与さ
れている/いないにかかわらず非文である。一方後続する文に予測裏切り性がある場
合、「コノ +N十ガJでは (27a)のように先行する文に指示対象が現れていると不自然
となるが、 (27b)のように「コノ十N十ハJでは許容度が上がる。 (28)のように後続
する文に予測裏切り性がない場合はどちらも自然とはいないが、 (28b)のように「コ
ノ十N十ハjの方がやや自然度が上がる。
5. 2 連体修飾文内の指示詞
続いて、連体鯵飾文の場合を見ていく。
(29) a 家から1るのも嫌いだったこの彼が世界を旅してみたいと怒った。
b 家から出るのも嫌いだったこの彼は世界を旅してみたいと思った。
(30) a *旅行好きで知られているこの彼が高校生の頃からパックパックで一世界
を旅している。
b 旅行好きで矢口られているこの彼は高校生の頃からパックパックで世界
を旅している。
(31) a本家から出るのも嫌いだったその彼が世界を旅してみたいと!まった。
b *家から出るのも嫌いだったその彼は世界を旅してみたいと思った。
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(32) a *旅行好きで知られているその彼が高校生の頃からパックパックで世界
を;旅している。
b ??旅行好きで知られているその彼は高校生の頃からパックパックで、世界
を旅している。
(29) (30)のように[コノ十N-lガ/ハJは連体修飾文の方が自然であるのに対し、 (31)
(32)では、「ソノ +N-lガ/ハJが連体修飾文に現れにくいことが分かる。しかし連体
修飾文内に現れるコ系指示詞であっても (30a)のように「ガJを伴うと使用できない。
また[ソノ十N十ガ」であっても (32b)のような連休修飾文で、はやや許二容度が上がる。
しかし
(32) b' 置は旅行雑誌でコラムを連載している。旅行好きで知られている至宝
彼は高校生の頃からパックパックで世界を旅していた。
とすると自然な文になるため、やはりソ系指示詞を使用する場合には先行する文l宇に指
示対象が現れていなければならない。沌(2007)では、予測裏切り的意味の付与に|喝し、
前文でテキスト的意味が与えられている場合に限り論じていたが、 (29)~ (32)のよ
うに述体修飾で文脈が与えられる場合ではコ系指示詞しか使えず、また予測裏切りがあ
る場合は[がjしか使えないと言える。
連体修~ílî文内であれば、予測裏切り ;I~tのある文脈内であっても「コノ j が使用可能で、
あることが観察できる。これは、ソ系指示詞の基本的月3法は文脈指示であるため、言語
文脈に依存し文l宇で言及された事物でなければ指示できないのに対し、コ系示詞は現場
指示用法を基本とし、言語文J尽に依存しないためと考える。そして、指示詞「コノJが
予測裏切り的意味を与えているのではなく「ガJによって予淵裏切り的意味が付与され
ているのである。
6. まとめと今後の課題
j竜 (2007)は「ソノ +N十ガjの持つ予測裏切り性を指摘しているが、「ソノ十NイガJ
が使月3されるセンテンスであっても予測裏切り性が付与されない場合、また「コノ十N
十ガjでも予測j裏切り性が付与される場合も存在し、「指示詞+NがJの形に予測裏切
り性があると考えられる。そもそもこれは指示認による性質で、はなく、「ガJの持つ機
能に起因する。しかし[ソノ +N-lガ」が予測裏切り的意味を持つように見られるのは、
「ソノjと[ガjが結びつきやすいためである。指示誌と{ガjの両方によってもたら
される機能である。
本稿ではソノ・コノを中心に予鴻裏切り性を検証したが、ア系指示詞でもソ系指示
詞・コ系指示詞とi司様に「ガJによって予測裏切り的意味の付与の役割を持つことがあ
ると考えられるが、詳しい考察は今後の課題としたい。
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(25)謝罪しているにしては高飛車だし、ほんの会釈程度だが、あの克也が頭を
下げるなんて一! 何も言えずに硬産していると、パタパタとスリッパの音
が近づいてきた。(瀬)11賞次 f紅蓮の格1I霊知~!j
{注1
1.)竜 (2007)は構文環境を f①先行詞の捉え方として有機なものである[ソノjの使用が義務的②定情
報名詩句のマーカーとして有擦なものである[ガJでマークされている」と説明している。
2. FSP CFunctional Sεnt巴ncePorspεctive) 発日吉としての言5芦のコミュニケーション上の{本系を訂il9Jす
るための法則。文を抽象的なものではなく発話として捉え、情報の出発点、つまりテーマ (them巴)
と、情報の中心 0・heme)のニ要素に分け、この法Hりに従ってテーマからレーマへと進行する。
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